
問 

　

農
業
委
員
会
は
、
農
業

の
基
礎
で
あ
る
農
地
を
守

り
農
業
経
営
の
要
と
し
て

役
割
が
大
き
い
が
、今
後
、

法
律
の
改
正
に
伴
い
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答 

　

農
業
委
員
の
定
数
が
上

限
30
名
か
ら
19
名
に
な

り
、
公
選
か
ら
地
域
の
推

薦
や
公
募
に
な
る
。
定
数

は
減
る
が
、
こ
れ
を
補
う

形
で
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と

に
な
る
。

問 

　

遠
野
市
で
は
、
将
来
人

口
展
望
と
な
る
「
遠
野
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
人

口
減
少
に
対
し
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
定
め
た

「
遠
野
ス
タ
イ
ル
創
造
・

発
展
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
た
。一
方
、政
府
は
「
1

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
」

に
向
け
て
緊
急
対
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
を
ど
う
認
識
し
、
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
の

か
。

答 

　

市
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
き

５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
戦
略
で
対
応
す
る
。

政
府
も
少
子
高
齢
化
に
歯

止
め
を
か
け
、
誰
も
が
活

躍
で
き
る
社
会
を
創
り
上

げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
。

問 

　

若
者
が
安
定
し
た
職
場

を
確
保
し
地
元
に
定
住
で

き
る
環
境
と
し
て
、
各
町

に
住
宅
の
整
備
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

答 

　

若
者
定
住
住
宅
エ
リ
ア

と
し
て
、
遠
野
東
工
業
団

地
の
拡
張
を
視
野
に
上
郷

町
を
中
心
に
、
そ
こ
で
就

労
す
る
若
者
の
居
住
環
境

整
備
、更
に
宮
守
町
に
は
、

子
育
て
住
宅
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

問 

　

雇
用
の
場
と
し
て
の
工

業
団
地
・
適
地
候
補
地
に

つ
い
て
第
2
次
遠
野
市
総

合
計
画
で
示
さ
れ
て
い
る

が
、
交
通
の
便
宜
性
か
ら

高
速
道
路
の
各
イ
ン
タ
ー

付
近
に
も
工
業
団
地
構
想

を
打
ち
出
す
必
要
が
な
い

か
。答 

　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

変
化
、
日
本
企
業
の
国
内

回
帰
の
動
き
、
景
気
の
上

向
き
基
調
な
ど
を
勘
案
す

る
と
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
す
る
好
機
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
一
方
、
工
業

団
地
の
整
備
に
は
、
具
体

的
に
計
画
を
進
め
る
上

で
、
様
々
な
法
的
条
件
が

あ
る
。
先
ず
は
、
地
域
開

発
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
国
土

利
用
計
画
遠
野
市
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
。

菊池　巳喜男 議員
（市民クラブ）

一問一答方式

 

遠
野
市
の
人
口
減
少
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か

農業委員会の
役割と責務に
ついて

問 

　

公
共
施
設
の
総
合
管
理

に
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が

不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
す

る
が
、
現
状
は
。

答 

　

市
有
財
産
の
確
認
及
び

台
帳
精
査
し
た
結
果
を
も

と
に
、
土
地
と
建
物
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
内
に
は
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

　

公
共
施
設
の
維
持
管
理

は
ど
の
よ
う
な
方
針
の
下

で
行
わ
れ
て
き
た
か
。

答 

　

こ
れ
ま
で
、「
点
検
・

診
断
」「
維
持
・
修
繕
・

更
新
」
あ
る
い
は
「
長
寿

命
化
」
等
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
回
は
、
施
設
の

維
持
管
理
に
関
す
る
７
つ

の
実
施
方
針
に
よ
り
、
統

一
的
な
方
針
の
も
と
、
よ

り
適
切
な
施
設
の
維
持
管

理
及
び
利
活
用
に
取
り
組

む
。問 

　

利
用
見
込
み
の
な
い
公

共
施
設
で
も
不
要
な
維
持

管
理
費
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
解
体
や
売
却
処
分
を

速
や
か
に
行
う
べ
き
で
な

い
か
。

答 

　

全
く
利
用
さ
れ
て
い
な

い
５
施
設 
14
棟
の
ほ
か
、

今
後
、
遊
休
施
設
と
な
る

見
込
み
の
あ
る
建
物
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
解

体
す
べ
き
建
物
を
抽
出
し

計
画
的
な
処
分
に
向
け
て

検
討
す
る
。

新工業団地と若者定住住宅エリア候補地 

問 

　

遠
野
東
工
業
団
地
の
近

隣
に
広
大
な
新
工
業
団
地

の
整
備
計
画
が
あ
る
が
、

そ
の
背
景
と
方
針
は
。

答 

　

東
北
横
断
自
動
車
道
釜

石
秋
田
線
（
遠
野
〜
宮
守

間
）
が
12
月
5
日
に
供
用

開
始
さ
れ
、
平
成
30
年
に

は
全
線
開
通
の
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
国
道
３
４
０

号
立
丸
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

も
控
え
て
い
る
。
こ
れ
を

企
業
誘
致
や
雇
用
創
出
、

若
者
定
住
の
好
機
と
捉

え
、
新
た
な
組
織
（
地
域

開
発
戦
略
推
進
室
）
を
設

置
し
、
地
域
開
発
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た

整
備
を
進
め
る
。

問 

　

若
者
定
住
住
宅
エ
リ
ア

構
想
の
内
容
は
。

答 

　

民
間
活
力
や
立
地
企
業

の
参
画
を
得
な
が
ら
人
口

減
少
が
著
し
い
上
郷
地
区

と
宮
守
地
区
内
に
若
者
定

住
住
宅
の
環
境
整
備
を
図

る
。問 

　

遠
野
風
の
丘
の
機
能
拡

充
の
た
め
に
は
、
駐
車
場

拡
張
に
加
え
て
、
更
な
る

機
能
拡
充
措
置
を
早
急
に

講
じ
る
べ
き
と
考
え
る

が
。答 

　

今
年
（
平
成
27
年
）
９

月
に
国
や
県
の
関
係
者
に

も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き

「
道
の
駅
遠
野
風
の
丘
機

能
充
実
検
討
会
」
を
立
ち

上
げ
、ハ
ブ
拠
点
機
能（
休

憩
施
設
・
六
次
産
業
・
地

産
地
消
・
観
光
振
興
・
防

災
拠
点
等
）
の
充
実
化
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

佐々木 大三郎 議員
（市民クラブ）

一問一答方式

第
２
次
遠
野
市
総
合
計
画
に

つ
い
て

公共施設の
総合管理計画
について

釜石道「遠野～宮守間」開通により期待される企業誘致

【その他の質問】
○  TPP大筋合意に伴う農
業分野の対策について

15 14とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


